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 年度 滋賀県支部 会 

員 

数 

診断協会本部 診断士 中小企業及び社会動向 支 

部 

長           主な動き 主な動き 登録数 主な動き 

1 

昭和 

61年 

１９８６ 

・3/８滋賀県支部設立総会 

・夏原事務所（大津市島ノ関）

に支部事務所設置 

・設立時会員４４名 

・支部長、副支部長2名、理 

事8名、監事2名体制 

44 

（初代） 

夏原 

達雄 

・10月「事業転換マ

ニュアル」作成 

10,130  

・「男女雇用機会均等 

 法」施行 

2 

昭和 

62年 

１９８７ 

・支部規約変更 

・９月近畿ブロック会議及び 

全国診断研究会（滋賀県） 
42 

・4月中小企業診断士

の登録期間改訂2年

→3年 
10,301  

・国鉄民営化（JR) 

3 

昭和 

63年 

１９８８ 

  

49   

・6月「経営再構築へ

の活性化戦略」発行 10,608  

・リクルート疑惑事件 

4 

平成 

元年 

１９８９ 

・役員改選：支部長、副支部

長1名、理事７名、監事２名 

49   

・「中小企業における

戦略的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの研

究」 

・10月協会創立35周

年記念式典 

11,189  

・昭和天皇崩御 

・消費税スタート 

・東証平均株価高値 

 38,915円 

・冷戦終結 

5 
平成２年 

１９９０ 

  
51   

・「業種別経営戦略診

断ｼﾘｰｽﾞ｝ 11,222  
・商法等の一部改正 

・大阪国際花と緑の万博 

6 
平成３年 

１９９１ 

・１月通産局管内診断研究 

 会（滋賀県） 
58   

・「ゆとりと豊かさの時

代の中小企業経営」 
11,570  

・「中小企業における労 

 働力の確保のための 

 法律」公布 

・ソ連解体 

7 
平成４年 

１９９２ 

・役員改選：支部長、副支部

長2名、理事８名、監事２名 60   

  

12,256  

・バブル経済崩壊 

・「中小企業流通業務 

 効率化促進法」公布 

8 
平成５年 

１９９３ 

  

60   

・「経営計画を軸とす

る戦略の展開」 

・「中小企業の国際化

研究」 

12,334  

・EU発足 

・東京サミット 

9 
平成６年 

１９９４ 

・６月近畿ブロック会議（滋賀

県） 

63   

・「変革期における中

小企業経営の再構

築」 

・10月協会創立 

４０周年記念式典 

12,866  

・関西国際空港開港 

10 
平成７年 

１９９５ 

・役員改選 

・７月通産局管内診断研究 

 会（滋賀県） 
65   

・「中小企業の製品安

全性改善についての

調査研究」 
13,727  

・5月「21世紀に向けた 

 流通ビジョン」発表 

・阪神・淡路大震災 

・地下鉄サリン事件 

11 
平成８年 

１９９６ 

・５/２５支部設立１０周年 

 記念式典開催 

69 

  

・「中小企業の転業・

廃業指導マニュアル」 

・「メガ・コンペティショ

ン時代を生き抜く中小

企業」 

13,989  

・病原性大腸菌O-157 

 流行 

・小選挙区比例代表並 

 立制衆院選挙 

12 
平成９年 

１９９７ 

  

72 

・4月「支部基盤強化

整備費」制度新設 

・「酒類販売業界にお 

 ける構造改善に関

する調査」 

14,536  

・地球温暖化防止京都 

 会議 

・11月中小企業庁「貸 

 し渋り110番」設置 
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  年度 滋賀県支部 支 

部 

長 

診断協会本部 診断士 中小企業及び社会動向 会 

員 

数           主な動き 主な動き 登録数 主な動き 

13 

平成 

10年 

１９９８ 

・役員改選：支部長、副支部長2

名、理事１１名、監事2名 

・山本事務所（湖南市石部）へ支

部事務所移転 

73 

（二代） 

山本 

善通 

  

15,352  

・6月「大規模小売店舗立地

法」公布 

・12月「新事業創出促進法」 

 公布 

14 

平成 

11年 

１９９９ 

・理事定数１５名に改定 

・経営革新事業 

・シガネット研究会スタート 
72 

・10月協会創立４５周 

 年記念式典 
15,657  

・「中小企業基本法」改正 

 創業・経営革新等 

・7月「中小企業経営革新支  

 援法」施行 

15 

平成 

12年 

２０００ 

  

68   

  

16,305  

・デフレ顕在化 

・「中小企業支援法」改正 

16 

平成 

13年 

２００１ 

・役員改選：任期3年→2年 

・10月近畿ﾌﾞﾛｯｸ会議（滋賀県） 64   

  

17,115  

・同時多発テロ 

17 

平成 

14年 

２００２ 

  

61   

  

17,860  

・デフレ進行 

18 

平成 

15年 

２００３ 

・役員改選：支部長、副支部長 

 2名、理事１0名、監事2名 

・「コラボしが２１会館」入居 

 準備委員会 

64   

  

18,245  

・中小企業再生支援制度 

 ｽﾀｰﾄ 

19 

平成 

16年 

２００４ 

・9月支部独立事務所を「コラボ 

 しが２１」４階にｵｰﾌﾟﾝ 59   

・10月協会創立５０周 

 年記念式典 17,429  

・日本人口ピーク 

 １億２，７７９万人 

20 

平成 

17年 

２００５ 

・役員改選：支部長、副支部長 

 3名、理事11名、監事2名 

・事務所相談員の当番制ｽﾀｰﾄ 
60 

（三代） 

鐘井 

輝 

  

17,242  

・「中小企業新事業活動促進

法」施行 

・「個人情報保護法」施行 

21 

平成 

18年 

２００６ 

・シガネット研究会を支部 

 に統合 66 

・中小企業診断士 

 新制度ｽﾀｰﾄ 

 実務従事事業 
18,009  

・公益法人制度改革開始 

・「会社法」施行 

22 

平成 

19年 

２００７ 

・役員改選 

・実務従事事業の強化 

・統一会計制度試行 

63   

  

18,485  

・郵政民営化 

・年金記録問題 

23 

平成20

年 

２００８ 

・委員会変更（事務所維持発展 

 →組織体制、新診断士制度 

  対応→資格対応） 

・10月近畿ブロック会議（滋賀県） 

62   

  

18,552  

・9月ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ発生 

 世界不況 

・新公益法人制度施行 

24 

平成21

年 

２００９ 

・役員改選 

・滋賀県及び大津市入札 

 制度、コンペ参加 
62 

（四代） 

大谷 

武重 

・「一般社団法人」へ

移行確認 

・11月協会創立５５周 

 年記念式典 
19,105  

・新型インフルエンザ世界的 

 流行 

・民主党政権交代 

・事業仕分け 

・高速道路休日1000円 

・エコポイント制度 

25 

平成22

年 

２０１０ 

・4月「中小企業応援センター」 

 事業参加 

・専門分野研究会ｽﾀｰﾄ 

・支部創立２５周年記念事業 

 （記念講演会、記念誌、 

 会員表彰） 

・一般社団法人化準備 

62 

・一般社団法人移行 

 準備 

・会計（公益目的支出 

 額）確定 20,119  

・デフレ経済 

・4月子供手当支給開始 

・4月高校授業料無料化 
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滋賀県支部創立25周年を、全国の会員を代表

して、心よりお祝い申上げます。 

 御県は、我が国最大の琵琶湖の風光明媚な

観光資源と、湖水産業の好立地を活かされ、

少子高齢化社会の我が国の唯一の人口増加県

であり、第二次産業の構成比46％というモノ作

り日本のモデル県でもあり、恵まれた支部と敬

祝申上げます。 

 さて我が国は、世代間格差、地域格差の実

態を前に、将来の生活設計に不安を抱く悲観

論に覆われる中、千年に一度の大地震に遭遇

し、単に被災にとどまらず、世界人類を恐怖に

陥れる原発問題を解決するよう迫られていま

す。 

 この課題は、我が国民の総意と努力により克

服できるものと確信し、その原動力となるの

は、御県のような恵まれた産業立地を活か

し、地域にサービサイジングや第六次産業の

振興を促す、地域愛ある中小企業診断士の提

言でなければならないと考えております。 

 当協会は現在、公益法人制度の改革に対応

し、全国各都道府県に設立される地域一般社

団法人の連合会として、地域産業発展への提

案者となれるような基礎研究を重ね、その具

体策を提供できるよう努めております。 

 支部創立25周年を新たな出発点として、会

員の皆様が、地域中小企業発展のために更な

る貢献を目指されますよう念じ、お祝いの言葉

とさせていただきます。 
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滋賀県支部創立２５周年を迎えて滋賀県支部創立２５周年を迎えて滋賀県支部創立２５周年を迎えて   

社団法人中小企業診断協会滋賀県支部                      

支部長 大谷 武重  

平素は、„社‟中小企業診断協会滋賀県支部

の事業に格別のご理解、ご協力を賜り、誠に

ありがとうございます。 

 さて、滋賀県支部は昭和６１年に創立以来、

今年で２５周年を迎えることができました。そこ

で支部特別事業として創立２５周年記念事業を

企画し、その一環として記念誌を発行しようと

いうことになり、広報委員会が中心となって取

り組んで参りました。ここに関係各位のご協力

により創立２５周年記念誌を発行できましたこと

は一つのエポックメーキングとして将来の礎に

なるものと喜んでいます。 

古きを訪ね新しきを知る、と申しますが、こ

れまでの歩みを振り返り、今後の方向性を展望

することは滋賀県支部のこれからにとって意義

あることと考えます。 

 ２５年というと、かなり長い歳月であり、初期

の資料や記憶は少なくなっていました。それで

もできるだけ資料を集め、関係者のお話をお

聞きして、本誌にまとめることができました。  

 諸先輩、会員の皆様、ご協力いただいてい

る滋賀県はじめ行政機関、日頃かかわりの深

い滋賀県産業支援プラザ・中小企業支援セン

ター・各商工会議所・各商工会・滋賀県商工

会議所連合会・滋賀県商工会連合会・滋賀県

商工団体中央会などの中小企業支援機関様に

は紙上を借りて厚く御礼申し上げます。 

 中小企業の皆様には日頃、経営診断、助

言、経営相談、セミナーなどで深く関わらせて

いただいていることを大きな誇りに思っていま

す。身近に経営に関する相談ができる専門家

として中小企業診断士が存在していること、ま

た、気軽に早めにご活用

いただく存在でありたいと

願っています。今後とも

お引立てご活用のほどお願い申し上げます。 

 滋賀県支部は、昭和６１年に京都支部から分離

独立する形で設立されました。全都道府県に支

部を設置する方針のもとに４７都道府県すべてに

設置されることになりました。  

 初代支部長の夏原達雄氏が、前年から設立に

格別のご尽力をされ、„社‟中小企業診断協会

本部のご指導と滋賀県当局のご協力のもとに発

足することができました。 

 当初は支部長の夏原達雄氏が経営されていた

大津市島の関の不動産鑑定士事務所に支部事務

所が設置されました。それから１２年間にわたり事

務所において夏原氏と奥様には大変お世話になり

ました。温厚な夏原支部長の人柄から円滑な支

部運営をされたことが今日の支部発展の基盤に

なっていると思います。 

当初の役員は、夏原達雄支部長、八田昇副支

部長、福地利之副支部長、清水貞美理事、山本

善通理事、上田成男理事、奥村久一郎理事、北

村邦彦理事、中村弘理事、廣川領司理事、大谷

武重理事、力石伸夫監事及び吉村隆二監事でス

タートしました。年数回の理事会のあと隣の居酒

屋で懇親会をしていたことを懐かしく思い出しま

す。 

二代目の支部長は山本善通氏が平成１０年に就

任されました。山本氏が経営されていた湖南市

甲西駅前の山本税理士事務所に支部事務所があ

りました。山本氏と奥様には７年間にわたり支部

運営に大変お世話になりました。 
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待望の支部独立事務所を平成１６年9月に新

築なった大津市打出浜「コラボしが２１」会館

の４階に設置することができました。滋賀県内

の商工・労働・金融団体が入居し、そのコラ

ボレーションによるワンストップサービスを目的

とする会館に入居して事業展開できることにな

りました。この支部独立事務所は山本支部長

のご尽力により実現しました。 

三代目の支部長は鐘井輝氏が平成１７年に就

任されました。大津市在住の鐘井支部長は今

日の支部基盤の整備にご尽力されました。支

部事務所に事務員が常駐することになり、会員

交流の場ができました。また、平日の午後に

中小企業診断士が交代で窓口経営相談会を支

部事務所にて開催し、中小企業などの経営

ニーズに応じる体制ができました。支部ホーム

ページに各曜日の担当者を紹介しています。

初回は無料にて相談に応じていますので、気

軽にご利用いただいています。 

四代目の支部長は私、大谷が平成２１年に就

任し、今日に至っております。創立２５周年記

念事業として、㈱天下一品の木村勉社長を招

いて記念講演会を開催、この記念誌の発行及

び会員功労表彰を運行中です。また、公益法

人制度改革として一般社団法人の設立などに

取り組んでおり、組織改革の途上にあります。

今後の当支部活動の変化を予感します。 

高度成長期の末期に支部が発足し、バブル

崩壊以降の失われた10年を経てきました。そ

れだけにこの間の低成長経済、グローバル競

争時代、ＢＲＩＣsの台頭や金融・財政危機、デ

フレ経済の流れの中で中小企業はまさに激動

の渦に巻き込まれ、中小企業数が減少してい

ます。わが国経済の活力源としての中小企業

の元気が今ほど求められているときはないとい

えます。 

 デフレ下でコストを抑え、絶えず経営革新を

はかり、小回りを活かして顧客ニーズに合った

ビジネスモデルを構築し、製品開発・改良、

品質、サービスの向上などにより、大企業に伍し

てたくましく成長している中小企業が多く見受けら

れます。 

 この厳しい環境を乗り越え成長を図るために

は、経営者の熱意と良き相談者が必要であると

思います。中小企業診断士のネットワークをもち

幅広く活動している„社‟中小企業診断協会をご

活用いただき、中小企業の発展と従業員雇用の

維持に努め、ともに地域経済の振興に寄与したい

と願っています。 

 末筆ながら、本誌の企画・発行にあたり献身

的かつ精力的にご努力いただいた広報委員会の

皆様をはじめ、資料の提供や編集にご協力いた

だいた諸先輩や会員、関係各位に深甚の感謝を

申し上げます。 

今後とも、„社‟中小企業診断協会にご支援

ご協力をよろしくお願い申し上げます。  

滋賀県支部創立２５周年記念誌 
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創立２５周年記念講演会開催創立２５周年記念講演会開催創立２５周年記念講演会開催      

主催 „社‟中小企業診断協会滋賀県支部  

大谷武重支部長 挨拶  

 

„要旨‟ 

本部は、2009年10月に創立55周年を迎

えました。全国に8000余名の中小企業診断

士を抱え、47都道府県に支部があり、それ

ぞれの地域で中小企業の支援を行っていま

す。滋賀県支部は、今年創立25周年を迎

え、現在64名の中小企業診断士を擁してい

ます。 

 中小企業診断士は、中小企業のよきパー

トナーとして、経営相談、調査研究事業、

などに取り組んできています。国、滋賀県、

各市を始め、商工会議所、商工会、中央会

等と連携して、経営革新計画の支援、企業

再生、等の協力をさせていただいていま

す。これからも、我が国経済を支える中小企

業の経営改善に、一層取り組んでいくところ

ですので、中小企業、また関係各位におか

れましては、ご指導、ご協力をいただきます

ようお願い申し上げます。 

開催日：平成22年12月4日„土‟14時～16時 

場所：滋賀ビル9階 

参加人数：100名 

司会：広田光政 副支部長 
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（要旨‟ 

中小企業診断協会滋賀県支部創立25周年

記念講演会の開催にあたりまして、一言お祝

いを申し上げます。中小企業診断協会の皆

様には、本県経済の発展に格別のご尽力を

いただいており、大変感謝申し上げます。 

さて、創立された25年前はというと、

1985年のプラザ合意を受けた急激な円高が

始まりました。その後、金融緩和、バブル経

済、その後、失われた10年ともいわれるバ

ブル経済の崩壊、2000年以降は、外需主

導の実感なき景気回復、そしてリーマン

ショックによる世界同時不況があり、現在

は、円高株安とまったく激動の期間でした。 

その中で、1999年に中小企業基本法が抜

本的に改正がされ、それまでの格差是正を

目指した日本経済全体の底上げから、日本

経済の発展と活力ある企業への支援に施策

が転換されました。中小企業診断士制度に

おいても、中小企業の再生支援や金融の円

滑化への対応を含め、幅広い支援が求めら

れている状況です。滋賀県支部におかれまし

ては、これまでの信頼と実績をもとに、さらに

一歩先を読んだアドバイスをしていただきたい

と思います。また、近江商人の三方よしを体

現していただくことで、中小企業の更なる経

営力向上と地域の発展に寄与していただきた

いと考えておりまして、今後も大きな期待をい

たしております。 

滋賀県では、現行の産業振興指針に続くプ

ランとして、来年度から4年間の期間で始まる

滋賀県産業振興戦略プランを、中小企業や支

援機関の皆さんのご意見をお聞きしながら作

成しているところです。これをもとに、中小企

業に対する施策をさらに進めていくこととしてお

ります。引き続き、皆様のご支援とご協力を賜

りますようお願いいたします。 

中小企業診断協会滋賀県支部のますますの

ご発展とご参集の皆様のご健勝を祈念しまして

挨拶に代えさせていただきます。 

来賓挨拶来賓挨拶来賓挨拶      

滋賀県商工観光労働部商業振興課長  中井 清 様  
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はじめに 

はじめまして。木村でございます。今日、

伺いまして、私が話すよりも、そちらで話を聞

かせていただく方がいいのと違うかな、と思う

次第です。すばらしいリーダーであり経営者

の方がたくさんお見えになっておられます。 

 

天下一品の創業期 

 － ＜死に物狂いでやってきた＞ 

私の取りえは、何もなしから、ここまで来れ

たというのが、自慢です。37,000円の元手か

ら、年商100億円を超えるラーメンチェーン店

になり、天下一品と名のついた塩やこしょうな

ど他の事業を含めると、200億円を優に超える

企業になることが出来ました。 

ここまで来れたというのは、どうしてか。必死

になってやってきたわけです。必死になれば出

来るものですね。私の場合は、目的を立てた

場合は、それが実現するまで死に物狂いで

やってきたわけです。 

苦しい、つらい、やくざにどつかれて、蹴ら

れても、それでも屋台をやってきた。早いもの

でそうして来年で満40年目を迎えることとなりま

した。 

どうして、私が耐え忍んできたか、それは、

家族、妻、子供に苦労をさせたくないというこ

とで頑張るしか、なかったのです。命懸けでが

んばってきました。 

私は、今日1日を、出来る限り振り返るように

しています。自分の行動は正しかったと思える

ことが多いのですが、間違っていたこともあっ

たと思うこともある。反省することもある。毎

日毎日の屋台の苦しさを、本当に我慢して耐

え抜いてきたことが、私の大きな力になって

いるわけです。 

こうと決めれば実現するまで死に物狂いで

努力せよと、社員には常に言っています。 

 

人の温かみ 

 － ＜捨てる神あれば拾う神あり＞ 

義理人情温かみがなくなっているように思

う。耐え忍ぶことができるのは、屋台のことを

思い出すと贅沢はできない。無駄遣い、贅沢

はしてはいけないと思う。屋台の頃、このベ

ルトまで、質屋に入れました。夏の暑いとき

は、ふとんまで質屋に持っていった。ふとんな

んか、質屋に持っていっても、なんぼもなりま

せん。質屋にいってもふとんでは貸せないと

いいよる。それでも貸してくれというたら、最

後に質屋が根負けして、木村はんは利息は

払ってくれるから貸すわ、ふとんは持って帰っ

て、ていわれた。 

長いこと質屋やってるけど、何もなしで金を

貸したんは、あんたが初めてやわ、と言われ

ました。 

「天下一品の経営戦略」「天下一品の経営戦略」「天下一品の経営戦略」      

株 式 会 社 天 下 一 品  

代表取締役社長 木村 勉 様 
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ひどいけがは3回あった。警察が来て、血だ

らけなので近所の医者に連れて行こうとしたけ

ど、金がない。そういうたら警察病院に連れて

行かれた。ただやから。それでも帰って、また

ラーメンを売ろうとしたら、またやくざが来た。

こいつは殺さんことには、やめんわと言うてあ

きらめました。 

ある日、大槻さんという大家さんが、ここで

ラーメン屋やりな。声を掛けてくれた。そし

て、オーナーが、いまの本店の場所で新しい

ビルを建てた時、ここで商売せえ、というてく

れはったが金がない。新しいビルは王将が入

るはずやった。ある建築屋は、屋台なんか、

保証金もない、家賃も払えるかわからへんの

に、あかんと言われた。しかし、大槻さんが、

何いうてるんや、ここは木村くんがやるんや。

いうて、銀閣寺の京信に連れて行った。わしの

土地を担保に入れるから、木村に金貸してく

れ、と言ってくれた。その時、返済できるお金

として800万円を借りることができ、運転資金に

なった。それで店が始まった。 

会長„大槻氏‟は、十数年前になくなった

が、息子さんとも年に3回社員旅行に一緒にお

連れしています。「人から受けた恩は忘れな

い」と思っています。世間には温かい人もい

る。 

 

上場すべきか 

 － ＜社員のおかげ、業者のおかげ＞ 

年商100億と言いましたが、これまで年商

など、あまり考えたことはなかった。去年、会

計から言われて、100億を超えた、グループ

では200億を超えたことを知った。それまでが

むしゃらに働いてきた。 

ある日専務が、「社長、いま上場したら、

200億円の金が入るよ、上場しよう」というの

で、私も200億というと心が動いた。しかし、

１０日ほど考えて、「止めとこう」、言うた。

専務はがっかりしていた。「スパリゾート雄琴

あがりゃんせ」やる時は、何１０億も借りた。

社長、上場したら借金せんでもできますよ。と

文句いう者もおった。でも、汗水たらすのは

社員でしょ。株主は、金は出すけど、配当を

ようけせい、経費を節減せい、言うて、もう

自分らのことばっかりや。投資なさってる方に

は申し訳ないが。 

やはり自分も苦労してここまで来れたんやか

ら、社員が頑張ってくれるから今日がある。

社員はわが子と一緒やから。上場しなくてよ

かった、本当に良かったと思う。社員旅行に

行く時は、その場所の最高のホテル、最高の

もてなしを社員にしてあげている。クルー

ザーに乗ったりしている。 

自分がここまでこれたのは社員のおかげ

で、業者の方のお陰で今がある。 

業者を変えたらあかんと言うてる。でも会社

が大きくなりすぎて付いてこれなくなって、と

いうことはある。それはしようがない。それま

では大事にしている、持ちつ持たれつやし。

当たり前のことですわね。経営の第一戦で

やってるから。わかってもらえると思う。箸で

も、なんでも安いものはなんぼでもある。し

かし、なんぼ安くても、安いもんはその時限

りや。商売する以上は、家賃も人件費も必要

やし、いつまでも赤字ではできん。小売業と

「天下一品の経営戦略」 
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いうものは、生き延びようと思ったらたいへん

なことや。 

商売の仕組み 

 － ＜大量仕入れ、製造販売＞ 

卸屋さんは、たいへんや。初めは、スー

パーでモノを買い、そのあとは卸から買ってき

た。いま天下一品は、モノを作って、麺屋さん

から、麺を買っていない。自分で作れるものは

作ってしまう。自分の思っているものが作れる

し、大量生産できる。大量生産、大量仕入れ

が大事やと思う。製造販売をやっているから、

会社が伸びている。塩、こしょうは、年間契約

している。仕組みを作らないといけない。 

おととしから、あがりゃんせのお客さんが

作っている米を買うています。ええ米で、５kg 

２５００円です。最初、300俵買うて、昨年1000

俵買うてる。あと500俵作れというてる。あが

りゃんせの米はおいしい。表示が信じられない

こともありますが、あがりゃんせの米は、100％

本物です。全部自分で買っているから。 

天下一品だけでも自給自足できるようにした

い。要るものは全部作れるようになりたい。 

ＴＰＰが話題になっています。日本の農業は

すばらしいんやから、すばらしい腕を持ってい

るんやから、中国のお金持ちを相手に、すばら

しい日本の技術を持って輸出したい。お百姓の

ことはわかりませんが、良いものは世界に売れ

るはずや。国の援助を受ける必要はなにもな

い。 

天下一品では、玉ねぎ１日１ｔ要ります。白

菜、にんじん、キャベツ、セロリあらゆる野菜

が必要だ。どうしてやっていったらいいか、考

えていきたい。皆さんに知恵を貸してほしいん

です。 

もうひとつ大きいのは、にんにくです。にん

にくの本場は韓国やと思った、しかし、向こう

は粒が小さいのであかん。日本のは大きくて良

い。青森で大きなにんにくを作っているところ

がある。しかし、売ってくれへん。もう契約栽

培らしい。こういうの皆さんの知恵でやっても

らったらどうか。 

あがりゃんせ － ＜これからのこと＞ 

あがりゃんせは、琵琶湖に面して500ｍあ

る。「あがりゃんせ」には、12600坪あり、

無駄遣いという人もいるが、ひとつの事業を

起こそうと思っている。良いことを行っていき

たい。「あがりゃんせ」では、60歳以上を無

料にしたかったが、失礼ながら浮浪者が来て

しまうのでだめという指摘もあって、お金をど

の程度にするか考えている。「あがりゃん

せ」には、元大学教授や弁護士、医師の方

たちも沢山きていただいている。 

60歳、70歳以上の方たちの憩いの場所、

遊ぶ場所を作りたいと思っている。できあがる

までには3年かかる。カルチャーセンターも作

りたい。苦労した社員に何かを残したいとも

思っている。 

自分だけでやろうとしたらあかん。ここにお

られる皆の知恵を団結して、できることを考え

てほしい。ここの社長達が力を合わせて、団

結して進まんとあきまへんで。アイデアがあれ

ば、あがりゃんせのアンケート用紙に書いてく

ださい。 

「天下一品の経営戦略」 
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皆様に － ＜政治や行政の変革＞ 

菅さん、鳩山さんは、大変期待したが何もで

きなかった。できたのは仕分けだけだ。谷垣

さんもいろいろ言うが足を引っ張り合っているだ

けだ。政治を一丸となって国民のために力をあ

わせてやってもらいたい。 

役所の人たちは、すばらしく頭の良い人だ

が、失敗しても誰も責任を取らない。損は国民

の負担になっている。責任の所在をはっきりす

べきである。ぜひ役所を株式会社にしてほし

い。 

天下一品は大津市に貢献している。あがりゃ

んせと瀬田工場があり、風呂代だけでも月数

百万払っている。京都市にも貢献しているが、

京都市の景観条例には、文句を言いたい。八

坂神社前の店の看板を、天下一品の赤と白で

なく黒と白にしろ、とか、赤い提灯を出すな、

豆球もつけてはいけないとか無茶なことをい

う。それでそうしたら、休業しているのかとお

客様に言われた。売上も下がった。看板だけ

でも1200-1500万円ほどかけている。看板は

命である。 

京都も膨大な赤字があると聞いている。赤

字をなくすために切り詰める方法はいくらでも

ある。皆さんにもオンブズマンになるなりし

て、何とかしてほしい。無駄遣いに抗議して

ほしい。 

ここにいる経営者・経営コンサルタントの皆

様と一緒に何かを作りましょう。 

「天下一品の経営戦略」 

木村社長様もお越しくださいました  

懇親会は、すばらしい食事と温泉の 

スパリゾート雄琴「あがりゃんせ」で  
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„要約‟ 

低成長の日本経済の起爆剤としての観光産業

を拡充するための観光政策の大転換„観光庁の

設立・施策・それにともなう予算の拡充‟が行

われました。外国人からみて、日本はやはり興味

のある国であり、今後さらに成長が期待される医

療ツーリズム分野等にて、外国人を呼び込む必

要があります。 

 そのような中、滋賀県への外国人観光客の推

移と動向について調査しました。平成20年の外国

人の滋賀県への観光客数は20万6千人で前年比

5％増です。滋賀県への外国人宿泊客数を国別に

見ると、１位が台湾„43％‟２位韓国„15％‟３位

中国„11％‟の順となっており、東アジアからの

来訪者が多くなっています。しかし、外国人観光

客の滋賀県への訪問率は0.7％と、東京都58.9％ 

大阪25％、京都21.4％に比べ極めて低いことが分

かります。 

滋賀県は琵琶湖の自然を中心に、国宝が55件

„全国で5位‟、重要文化財が806件(全国4位)

を有しています。しかし、その知名度は低いもの

です。そこで、外国人に特にアピールする5箇所

を選定しました。①日本人の心の『故郷』比叡

山延暦寺、②日本を代表する『城』彦根城、③

観光客が一番来訪する『場所』黒壁スクエア、

④観る人を魅了する『美術館』ミホ・ミュージア

ム・佐川美術館・滋賀県県立近代美術館、⑤話

題の『商業施設』三井アウトレットパーク滋賀竜

王、です。 

 調査として、多くの宿泊観光施設へのアンケー

トを実施し、いくつかの施設へは、ヒアリング調

査も行いました。また、立命館大学へ留学されて

いる東アジア圏の学生にも声をかけてヒアリング

を実施しました。その結果を受けて、滋賀県が一

番潤う「滋賀県へ長期滞在型観光客を呼び込

む」ことを重点テーマに設定しました。そこに至

るまでの道筋を３つのステージに分け検討しまし

た。ステージ１は、「団体ツアー観光客」、ス

テージ２は、「個人グループツアー観光客」、

そして、最終ステージ３が「長期滞在型観光

客」です。 

○ステージ1：団体ツアー観光客 

団体ツアー観光客を呼び込むにあたっては、

海外での認知度向上が最大の課題です。ま

ず、海外の旅行代理店やランドオペレーターに

は、滋賀県の中でも突出した上記5つの観光施

設を団体ツアーの中に組み込んでもらうよう働き

かけることを提案します。 

「日本の素晴らしい場所に行った。そこが滋

賀県だった。」と外国人観光客の方に認識して

いただけたら十分に次へ繋げることが可能となり

ます。競合の多い団体ツアーで総花的なことを

訴求しても何も伝わらないと思います。 

○ステージ2：個人グループツアー観光客 

ステージ1で滋賀県を知っていただいた外国人

の方を、個人や少人数グループの旅行者として

呼び込むにあたり、特に滋賀県内の様々な観光

地や神社仏閣を巡るための多くの情報の提供

と、旅行者の安全安心を手助けするインフラの

整備を行うことを提案します。特に詫び寂びの

ある観光地化されていない神社は、外国人の訪

問先として有望です。 

○ステージ3：長期滞在型観光客 

ステージ2で滋賀県を堪能していただいた外国

人の方を、最終的に長期滞在型観光客として呼

び込むにあたり、何回も来ていただけるようリ

ピート対策の実施を提案します。 

„以上‟ 

滋賀県への外国人観光客誘致に関する調査分析及び提言滋賀県への外国人観光客誘致に関する調査分析及び提言滋賀県への外国人観光客誘致に関する調査分析及び提言   

„平成２２年度調査・研究事業  ‟„平成２２年度調査・研究事業  ‟„平成２２年度調査・研究事業  ‟   

(社)中小企業診断協会滋賀県支部会員 田畑一佳 調査研究メンバー 

 橋詰 雅人 

 居原田 岩雄 

 鐘井 輝 

 西村 良隆 

 田畑 一佳 
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１．平成２２年度の取り組み、成果、課題など 

 平成２０年５月９日に「経営承継円滑化法」が成

立し、遺留分に関する民法の特例制度が出来ま

した。これは、自社株式などの承継に関する遺

留分による制約の問題に対処し現行の遺留分の

事前放棄の制度の限界を補う為であります。 

また、この制度を補完してゆく形で平成２１年度税

制改正において、非上場株式等に係る相続税、

贈与税の納税猶予制度が創設されました。 

これらの事業承継円滑化に向けた総合的な支援

策の実施により、中小企業の事業承継対策は実

務的にも大きな前進を見たことになります。 

これらの改正を受けて、「事業承継研究部会」

では「経営承継円滑化法」を多面的に分析し、

制度として実際に利用してゆくうえで、どのような

問題点が発生してくるか等を中心に研究をすす

め、平成２３年１月２９日に部会メンバーが集まり、

検討会を実施しました。 

 

【成果】 

メンバーが持ち寄る事業承継事例や、関係す

る資料等を詳細に検討したことでより深いレベル

での「経営承継円滑化法」の理解ができたこと

が成果であったと思います。 

 

【課題】 

中小企業の事業承継問題を研究してゆく中

で、課題となることもいろいろと見えてきました。

中小企業が後継者問題で相続税が過大となり、

経営危機に直面する事例が過去に数多くあり、以

前から国に対して中小企業対策の要望事項として

関係団体が取り上げていました。そしてこの度

„平成２０年５月‟この法律が成立したわけであり

ますが、法律は硬直したものですが、企業経営

は生き物であります。環境の変化に柔軟に対応

してゆかねばならない中小企業が後継者を事前

に定める等の意思決定を行うことがベストな選択

なのか、更に検討してゆく課題は多いと思いま

す。 

２．平成２３年度の取り組み方針  

平成２３年度は、法律上の後継問題だけでな

く、企業の経営理念をどのように後継者に継承

してゆくべきか等についても研修を重ねると共に

具体的な事業承継事例を取り上げ幅広い研究を

行い会員の資質向上に努めてゆきたいと思いま

す。 

事業承継研究部会の取り組みについて事業承継研究部会の取り組みについて事業承継研究部会の取り組みについて   

専門分野研究部会 事業承継研究部会長 山本善通 
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【はじめに】 

知的資産とは、「従来のバランスシート

上に記載されている資産以外の無形の資産

であり、企業における競争力の源泉であ

る－人材、技術、技能、知的財産„特

許・ブランド等‟、組織力、経営理念、顧

客とのネットワーク等 － 財務諸表には

表われてこない目に見えにくい経営資源の

総称」を指すとされています„中小企業の

ための知的資産経営マニュアル：中小企業

基盤整備機構‟。また、京都府が取り組ん

でいる「知恵の経営」報告書では、売上

げを増やし、収益を増やす方法を見つける

ための「マネジメントツール」と位置付けられて

います。中小企業診断士では、大阪支部の森下

勉氏らが中心となって、国等と協力し全国への普

及展開が図られており、中小企業診断士にとって

関係の深い取り組みです。 

 

【研究部会の取り組み方針】 

滋賀県支部知的資産経営研究部会(以下、当

研究部会)は、この分野としては後発であることか

ら、すでに公開されている知的資産経営報告書

等を研究し、課題を明確にするところから開始し

ました。その課題とは、中小企業にとって、①知

的資産経営という名前に対するなじみの薄さ„知

的資産なんてない＜‟ ②効果のわかりにくさ 

③知的資産経営報告書作成への動機づけ と、

④報告書自体の課題です。報告書の多くは優れ

た内容ですが、なかには、商品や会社案内が中

心で、その「企業独自の強み」が、十分に引き

出されていないような報告書や読みづらさを感じ

られるものなどがありました。「強み」の公開に

は支障があり、公開が前提の報告書では、一般

化した表現にならざるを得ないということもあると

思われます。当研究部会は、これらの課題に対

して、知的資産経営報告書の目的・プロセス・

構成を基本に据えながら、新たに、①なじみの

あるネーミングを検討する ②誰に向けて作成

しているかを明示する(開示対象の明示) ③会

社メッセージを明確化する(メッセージ項目追加)  

という方針で取り組むこととしました。 

 

【三方よし経営報告書とは】 

近江商人の経営の考え方として広く全国に知

られる「三方よし」は、売り手よし、買い手よ

し、世間よし、ですが、これを自社の経営理念

に取り入れたり実践している中小企業経営者は

多くあります。そこで私は、中小企業者が普段

から意識し実践している三方よしの実践や考え

にこそ、知的資産が内包されているとの考えの

もとに、知的資産経営報告書の開示対象を三者

(方)に絞り、三者(方)に対するメッセージを出す

ことで、知的資産経営報告書の目的や効果を高

めることを企図しました。これを三方よし経営報

告書としてまとめ、広く中小企業者の工夫や成

果を世間に周知させる方法を実践することとしま

した。ただし、どの三者(方)に向けた報告書にま

とめるかは、経営者が判断し、一般的な「売り

「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み   

専門分野研究部会 知的資産経営研究部会長 大石孝太郎  

図１．当研究部会の取り組み方針 
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手よし、買い手よし、世間よし」に当てはめるこ

とはしないこととしました。 

 

【支援プロセスと支援スケジュール】 

まず、支援に入る前にオリエンテーションを開

催しています。支援機関と共同で行う場合も含

め、オリエンテーションで、知的資産経営につい

ての目的や事例、また支援の仕組みと期待され

る効果等について説明を行います。オリエンテー

ションで、他に実施することは、次の項目です。

①経営者の考えている「強み」について傾聴

し、事業内容や会社の特徴を理解しておく ②会

社におけるチーム構成を検討し、支援スケジュー

ルを調整する ③経営者、会社に関する情報物

で、預かれるものは収集する。これらの事前資

料を元に、知的資産経営報告書の作成支援プロ

セスを開始していきます。当研究部会の支援プロ

セスとスケジュールを図２に示します。当研究部

会は、６回の支援を標準支援回数としています。

第１回から第３回までは、「知的資産を洗い出し

価値創造ストーリーを構築するまで」、第４回か

ら第６回までは、経営計画・KPIなどの経営指

標、経営目標の設定と報告書の魅せる化の支援

としています。 

専門家派遣制度などを利用する場合、３回で報

告書作成までを支援することが要請されることも

あるようですが、経営者や社員も気づいていない

「強み」を引き出したり、うまく言葉にできないノ

ウハウや感覚を言語化したり表出化を支援する

ためには、特に第１回～第３回までのプロセスを

十分に実施することが、会社にとって真に必要と

考えています。この段階を、十分に行わない

と、経営者がすでにわかっていることを上手に報

告書にまとめるような支援になる恐れがありま

す。知的資産経営報告書は、「強み」や「知

恵」を認識するだけでなく、関係者に対するメ

ディアとしての役割があります。支援者は、

「強み」や「知恵」を発見し、事業や会社が

成長してきたストーリーを知的資産との関係性

で説明できるだけでなく、それを必要な者に伝

えられる報告書に仕上げることも重要な役割で

す。第４回から第６回までは、中小企業診断士

の得意領域である経営計画づくり、KPIなどの経

営指標づくりと、三方よし報告書のUSP„特徴・

独自性‟である三方へのメッセージを組み込

み、最終的な報告書デザイン、図表の見せ

方、ヘッドラインの工夫など、マーケティングノ

ウハウを駆使して、仕上げていく能力が求めら

れます。 

 

【知的資産経営報告の支援で必要なスキル】 

当研究部会では、三方よし経営報告書と呼ぶ

知的資産経営報告書の支援スタイルを提案し、

２社に対して実践しました。支援させていただい

た２社ともに、非常に高い評価をいただき、経営

者からも、また社員からも経営に参画する意識

が、支援の前後であきらかに高まったとの声を

「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み   

価値創造ストーリー

経営理念・沿革

知的資産分類

第１回 第３回第２回

SWOT-WOT

強みの深堀り

チームビルディング

スケジューリング

役割分担

SWOT-S・強み

報告書デザイン

魅せる化

全体ストーリー

ブラッシュアップ

第４回 第５回 第６回

経営計画立案

代表者メッセージ

三方よしメッセージ

経営分析

KPI/KGI検討

将来ビジョン

市場競合分析

知的資産の洗い出しと価値創造ストーリーまで 将来の経営計画と報告書の魅せる化

図２．支援プロセスと支援スケジュール 
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いただいています。また本当にやらなければいけ

ない目標が定まったとの声もあります。 

支援者に求められる能力は、第一に、顧客企

業が感動するような三方よし経営報告書„知的

資産経営報告書‟を作成することです。もし、レ

ベルの低い知的資産経営報告書しか作れなかっ

たとすれば、次の知的資産経営報告書の要請は

ありません。デザインやPC操作などが苦手な場合

もありますが、当研究部会のようなチームで、そ

れぞれのスキルを持ち寄り、優れた報告書を完

成させることが可能です。 

知的資産経営報告の支援で求められるスキル

と施策対応を図３にまとめました。知的資産経営

報告支援に関わることで、こうした新たなスキル

や支援策を身につけ、さらにスキルを高めていく

必要があります。 

末筆になりましたが、今回、私たち滋賀県支

部会員に、知的資産経営報告書作成の機会を

提供していただいた世光株式会社の後宮俊夫社

長様、株式会社ビーエスシー・インターナショ

ナルの井上良夫社長様には、心より御礼を申し

上げます。 

「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み「三方よし経営報告書」作成支援の取り組み   

図３．知的資産経営報告の支援で求められるスキルと施策の使い分け  

図４．世光株式会社の三方よし経営報告書 図５．株式会社ビーエスシー・インターナショナルの 

   三方よし経営報告書 
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JR蓬莱駅近くのびわ湖畔に、私たち滋賀県支

部所属の三名が三方よし経営報告書の作成支援

をしました㈱ビーエスシー・インターナショナル

があります。小・中・高校生にびわ湖体験学習

を行なっている企業です。そして、ウォータース

ポーツにはとてもよい立地のところです。 

 そこではじめて知的資産経営報告書の作成支

援をおこなった感想について述べたいと思いま

す。 

 知的資産経営報告書の作成目的は、財務諸表

では表せない企業価値=知的資産を社内外の関

係の方に知ってもらうことと言われています。 

 しかし、実際に支援してみるとその過程を通し

て自社の強み・魅力を経営者の方が、ご自分の

気付きとしてしっかり認識されたことが目的のひと

つとして大きいと考えます。また、企業の従業員

の方といっしょに進めていく中で、企業の一体感

の醸成が図れたと思います 

そして、今後の経営の方向性を示し、自社の

強み・魅力をテコとしてさらなる発展や事業展

開に繋げる「きっかけづくり」ができたと考えて

います。 

 今後は、新規事業展開の支援に診断士として

関与できる可能性もあると思います。 

なお、経営報告書に書けなかった経営改善アイ

デアについても経営者とヒヤリングする中で支援

できたことは診断士としての役割を果たせたと考

えています。 

「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで①「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで①「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで①   

専門分野研究部会 知的資産経営研究部会  野々山 寛   
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三方よし経営報告書„ビーエスシ・インターナ

ショナル‟の作成に参加して 

１．報告書の作成に関して注意すべき点 

 報告書の作成に関して、単にその会社の知的

資産経営面での特徴・長所の紹介だけに留ま

らず作成過程において診断士にしかできない診

断・指導等のコンサルテング機能を発揮するこ

とが重要と考える。 

„１‟報告書作成の目的を経営者・従業員が十

二分に理解し、自分たち自身で作成するのだとい

う強い信念を抱かせること。„診断士や外部支援

者にやってもらうというような考えの払拭‟ 

„２‟社長自身が強いリーダーシップを発揮し最

後まで責任を持って報告書を作成すること。 

 

„３‟診断士は報告書

作成の過程で、そ

の会社の経営上の

問題点や課題をその

都度指摘し改善策を

経営者と共に検討し

実行に移させるこ

と。„単なる会社の長所だけの羅列に終わら

せずに診断士にしか出来ないコンサルテング

機能を発揮する好機と捉えること‟ 

„４‟報告書の作成を通じて社員に「自社の強

み」を再認識させその「強みに更に磨きを掛

ける」には何をすべきかを考えさせ、そのア

クションプログラムを作成させること。 

「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで②「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで②「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで②   

専門分野研究部会 知的資産経営研究部会  西村 良隆   
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このたび、世光株式会社様の「三方よし経営

報告書」„知的資産経営報告書‟作成に参加

し、大石孝太郎氏とともに支援をおこなった。熟

練ファシリテーター役を務める彼の傍で、企業様

との意思疎通役が大半であったが、特技保有の

リーダーにより魅力的な報告書が編纂できたこと

を感謝している。 

これから「三方よし経営報告書」を作成する

場合には、見落としてはならないものとして反省

を込めて痛感した下記３項目を記述する。 

社長の真意と熱意の生の声を聞くこと 

今回の知的資産経営調査の現場では、

当社社長が高齢であることを慮って、施設

長を経由しての意思確認を行わざるを得な

かった。しかし、それが間違っていたという

ものではなく、社長の事業経営に対する意

思が大変強固であることが、社長の著書

「み手のうちに」„日本キリスト教団出版

局発行‟を今回調査の終了時に頂いて理解

できたためである。激動の時代を生き抜い

た８０年間の社長の自叙伝であり、当社起

業の契機に繋がっていると思われるからで

ある。 

「三方よし経営」を実現できるシナリオにする 

 こと 

「三方よし」の原典は、宝暦４„１７５４‟

年に７０歳となった麻布商の近江商人中村治

兵衛宗岸が１５歳の養嗣子に認めた書置の

なかの一節であるが、昨今の経済社会状

況下においても、「三方よし」の精神以上

に、近江商人の到達した普遍的経営精神を

示すものはないと思われる。中でも｢世間に

よし｣は「社会貢献」そのものであり、ＣＳＲ

„企業の社会的責任‟の目指す究極の姿

でもある。従業員にも、三方よし経営の本

意を十分理解して

貰い、企業行動に

現れる経営理念と

社員の価値観を共

有性した行動原理

での実践を構想し

たシナリオ化をした

い。 

「経営の見える化」で重点指向の経営効率化 

 を図ること 

経営状況は財務を知らずに判断はできな

い。ところが、知的資産経営調査段階で

は、財務内容は議論しない場合が多いよう

だ。先ず経営„財務‟診断をおこない、

財務上での問題でも、現場・現物・現実

を調べ、しかる後に原理・原則に則り、社

長以下全従業員が知恵を出しあって経営

改善を含む将来構想を描く場が欲しい。そ

こでは、従業員との緊密な意思疎通のもと

に、重要業績評価指標„ＫＰＩ‟を設定し

て、主要財務指標の一部も含め、｢経営の

見える化｣をするのが望ましい。 

「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで③「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで③「三方よし経営報告書」作成支援に取り組んで③   

専門分野研究部会 知的資産経営研究部会  野瀬 孝臣 
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就職活動支援事業研究会の目的 

● 未就労者の就職支援、企業における教育

ニーズ把握、同分野の実態把握と情報収集 

● 未就労者・若年就職者の就労能力向上、就

職支援分野への参入を図り、同分野での安

定的受託を実現 

● 教育プログラム開発、テキストの作成、担当

講師の育成 

 

１ 平成22年度 活動状況 

①研究会実施状況 

 第１回研究会10年10月2日 

 第２回研究会10年11月3日 

 第３回研究会10年12月4日 

 第４回研究会11年 2月13日 

②研究成果 

1)関係機関の実施セミナ－実態把握 

・外部委託内容 面接方法、職務経歴書作成、 

      心構え、経済情勢、自己ＰＲ方法 

・委託参考価格把握 入札２月、８月 

・講師料„半期約300回‟、会場費、 

     テキスト代、パンフレット 

・滋賀県内７カ所 基本コース週１回1.5H、 

        実習コース月２回2.0H 

       

2)関係当局の職業能力開発教育実態把握 

・委託訓練内容 

 ビジネス基礎、ファイナンシャルプランナー、 

 貿易実務、経理事務 

 医療事務、観光サービス、販売サービス 

 企業法務、財務管理、人事労務 

 物流管理、営業マネジメント 

 入札２月 

 

２ 平成23年度 活動計画„検討事項‟ 

 1)法人格取得の準備 

 2)入札参加資格取得 

 3)職業教育の実績作り 

 4)講師派遣の仕組み作り 

 5)他機関との連携 

 6)基本テキスト作成 

平成２２年度平成２２年度平成２２年度   就職活動支援事業研究会実施状況就職活動支援事業研究会実施状況就職活動支援事業研究会実施状況  

委員会メンバー 

苗村昇、池田健一郎、植原久男、牧 二三男、 

野々山 寛、田畑一佳、大谷武重、鐘井輝  

就職活動支援事業研究会委員長  鐘井 輝  
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１．事務所の常設窓口経営相談会 

 ① 訪問顧客が徐々に増加中… 

  平成22年度常設窓口経営相談会…18回実施 

 ② 事務所相談員の勤務状況 

 ・毎月担当可能18名、不定期担当可能5名 

  1回／2～3ケ月担当可能 5名 

 ③ 今後の課題 

 ・活性化対策として相談業務をポイント取得 

  に結び付けられないか検討„将来‟ 

 

２．事務所資料の管理状況 

 ① 支部文書取扱規定による事務所保管書類の 

  管理…H22年6月22、28日に処理済み 

 ② メールによる連絡…新着雑誌・資料・保存 

  期限到来報告書などをメールで紹介中 

 

３．事務所運営の円滑化 

 ① 支部会員の異動状況„23.3.31現在‟ 

 ・22年度入会4名(重複登録含む)、転出1名、 

  休会1名 

 ・現在会員数64名(賛助会員1を含む) 

 ②事務所の活用…個人的な業務打合せにも 

  開放中„事前予約制‟ 

 

４．公益法人制度改革の検討状況 

 1) 各支部は一般社団法人格(または任意団体 

  資格)を取得する(設立登記H24.4.2予定‟ 

 2) 各県の協会または団体は中小企業診断協会 

 „本部‟の法人会員となる…連合会方式 

 3) 本部は一般社団法人中小企業診断協会 

 „連合会方式‟に移行し法人格を取得する 

 23年度…連合会への定款変更⇒経済産業省 

 へ認可申請する 

 24年度…一般社団法人への定款変更⇒内閣 

 府へ認可申請する 

 4) 滋賀県支部の検討状況 

 「一般社団法人滋賀県中小企業診断士協 

  会」として設立登記予定„H24.4.2予定‟ 

   

 

 ①定款案の作成… 

 ・常任理事会による検討„平成23.1.28、   

  3.18、4.4に実施‟ 

 ・組織体制委員会による検討(平成23.2.5、   

  3.30に実施) 

 ・理事会による検討(平成23.2.25、4.8に 

  実施) 

 ②定款案の承認„法人化の承認‟… 

 ・理事会による承認(平成23.4.8に実施) 

 ・総会による承認(平成23.5.7に予定) 

 ③役員改選、23年度事業計画及び収支予算 

  承認…理事会、総会にて従来通り実施 

 ④今後の作業予定 

 ・一般社団法人化及び定款について説明 

  会…平成23.4.23„土‟午後2時～ 

 ・諸規定見直し…法人化に向けて諸規定 

  の見直し及び整備 

 ・ホームページ、印刷物などの法人名称 

  の変更 

 ・登記…法務局関連の諸手続、法人代表 

  印の変更 

 ・税務…所管税務署・県税事務所・市役所 

  へ法人設立届出書の提出 

 ⑤一般社団法人設立総会予定… 

  平成24年5月 

 

以上 

平成２２年度平成２２年度平成２２年度   組織体制委員会活動報告組織体制委員会活動報告組織体制委員会活動報告  

委員会メンバー 

大谷武重 

野瀬孝臣 

服部直幸 

佐々木一幸 

組織体制委員長 土山嘉雄 
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１．中小企業診断士を取り巻く状況と研修事業

へのスタンス 

  公的な中小企業支援事業に携わっている仕

事柄、平均して１日に２～３件の中小企業経

営者から相談を受けたり、情報交換を行って

いる。年間トータルすると相当な数になる

が、いずれの経営者も例外無く色々な経営課

題や問題を抱えており、あるいは、実にビッ

グなビジネス・プロジェクトを企画して、

我々中小企業診断士の支援を期待している。

これは、長年、滋賀県の中小企業支援に取り

組んできた当方の体験的実感である。 

  この状況を踏まえて、中小企業経営者が滋

賀県支部の中小企業診断士に求める支援ニー

ズを、研修を通じてマッチングさせてゆくの

が研修委員会の役割と考えている。 

 

２．平成２２年度の取組みと評価 

（１）取組み 

  国・県・市等の公的支援施策は、多岐にわ

たっており、平成２２年度は支部会員の研修

ニーズと施策の実需を勘案して、次の４つの

専門分野研究部会を持った。 

知的資産研究部会 

農商工等連携研究部会 

事業承継研究部会 

就職活動支援事業研究部会 

以上、いずれの研究部会でも、実務と

して当該専門分野で活躍している 

  支部会員に部会長、あるいは講師となって

いただき、実践的な内容とすることで受

講者の仕事に結びつくように、活動して

きた。 

 

（２）評価 

   研究部会で部会長や講師を務めていただ

いた会員諸氏は、実務に即してよくレク

チャーし、部会を運営していただけた。

部会では、実際に講師が公的施策を県内

の中小企業に適用し、その実務の手ほど

きも研修コースに取り込んで実施された

部会もある。しかし、当然のことではあ

るが、講師と受講者とのいわゆるレベル

ギャップを痛感した。また、全般的に中

小企業支援への熱意が足りない。公的施

策を活用する経営者に、もっと課題解決

で深く切り込んで行く熱意とか、自分自

身を売り込んで行く熱意が当方としては

感じられなかった。中小企業の支援を行

うには、知識だけでなく、個々それぞれ

の人間性を相手の経営者に十分に知って

いただく必要がある。 

 

 ３．平成２３年度以降、今後の取組み 

   今まで述べてきたように、中小企業診

断士に支援を願う中小企業サイドの需要

は多い。また、公的支援策も時とともに

変化はしてゆくが、日本の、そして滋賀

県という地域の産業振興を考えるとより

充実されてゆくと考えられる。 

   このように実需は多く期待されるが、

中小企業診断士諸兄がこれらの期待に応

えられる「実力」を持てるかどうかが、

「中小企業診断士」という存在感を世に

問う要になる。あたりまえのことだがこ

れしかない。研修委員会としては、この

ような背景を基にして、中小企業経営者

と施策実施機関との実状に即しながら今

後の研修を展開してゆく。 

平成２２年度平成２２年度平成２２年度   研修委員会活動報告研修委員会活動報告研修委員会活動報告  

委員会メンバー 

北村 秀一、佐々木 一幸、島次 文彦、下村 裕彦、仲西 貞之  

野々山 寛、橋詰 雅人 

研修委員長 広田光政 
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１．平成２２年度活動報告 

１‟ホームページ管理体制の構築 

ＨＰのデザインを一新し、情報コンテンツに

アクセスしやすくした。 

ＨＰメンテナンスを、事務局でもできるよう

にした。 

複数担当者が、ＨＰを管理できるようにし

た。 

 

２‟情報発信の多様化への取り組み 

メーリングリストの発行体制を構築した。 

滋賀県産業支援プラザのメルマガを支部

内で、共有するようにした。 

 

３‟広報委員会の充実 

２名の新規会員が広報委員会に参加。 

広報誌編集会議を開催することとした。 

 

４‟広報誌2010年春号No.26を発刊 

 

５‟平成22年度の反省と今後の取り組み 

MLは、月に1回のsukkiメルマガ以外に、

情報発信が足りなかった。 

25周年記念誌の作成が遅れた。 

ホームページの情報量が不足している。 

 

２．平成２３年度の取り組み方針 

１‟広報委員会と受託委員会の機能を統合し、

企画広報委員会とする。 

これまで業務を発注する立場にあった商工

会議所、商工会等では、仲介者となる形

の業務受託活動は、年々縮小している。

また、1件あたりの受託業務の規模も縮小

傾向にある。一方、一般社団法人化にむ

けて、自立的な運営を行うためには財務

基盤の充実が急務である。こうしたことか

ら、平成23年度は、豊富な人材やノウハ

ウを活かした自主企画セミナー、専門分

野研究部会の成果の活用など、企画力を

さらにアップさせ、滋賀県、各市町、各

支援機関への提案力を強化していく必要

がある。そのため、業務の企画開発・提

案と情報発信機能を統合した企画広報委

員会として、支部活動の充実を図る。 

 
２‟ＨＰの情報発信力、情報収集力を高め

る。 

再度、ＨＰのデザインおよび内容を見直

し、企業研修、調査研究、専門人材の

紹介、経営支援ＰＲを行う。会員情報の

充実を図る。 

 

３‟業 務 の 企 画・開 発・受 託 活 動 の 強 化 

これまでの受託委員会と関係機関等との

信頼関係を基に、魅力のある業務提案を

行う。 

平成２２年度平成２２年度平成２２年度   広報委員会活動報告広報委員会活動報告広報委員会活動報告  

委員会メンバー 

田畑一佳、島次文彦、田村 正、松村博幸 

委員長 大石孝太郎 
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当該事業は、中小企業が抱える経営課題が高

度化する中で個々の中小企業支援機関„商工

会、商工会議所、中小企業団体中央会、地域金

融機関等‟の日常的な相談のみでは十分な対応

が困難なこともあり、幅広い支援機関から成る中

小企業支援ネットワークを経済産業局を中心に構

築し、支援機関の連携の強化、支援能力の向上

を図ることにより、中小企業が抱える経営課題へ

の支援体制を強化することを目的として、平成23

年度に国の施策として策定されました。 

この事業の概要は、経済産業局が、中小企業

支援の専門知識や豊富な実績を有する相談員

„近畿経済産業局管内では、「上級アドバイ

ザー」という‟を選定し、当該アドバイザーが

ネットワークを構成する支援機関を巡回し、支援

機関の相談対応の一環として、高度・専門的な

相談に直接対応を行います。さらに必要な場合

は、専門家の派遣により、中小企業が抱える高

度・専門的な課題の解決を図ります。 また、支

援機関の職員は、巡回対応を行うアドバイザーと

ともに相談事案に参加し、現場の経験を通じて能

力向上を図るとともに、集積された相談事例の知

見・ノウハウ等をネットワーク内で広く共有し、支

援機関の能力向上を図ります。 

 

アドバイザーに求められる能力等としては下記

の８つが挙げられています。 

① 中小企業の経営支援に関する優れた知

識・能力・経験・実績を有していること。 

② 中小企業の経営課題の抽出、課題克服等

中小企業の事業計画策定等を支援する優

れた能力・経験を有していること。 

③ 中小企業の経営課題の克服を支援するた

め、専門人材を活用する優れた能力・経

験を有していること。 

④ 関係機関等との連携・関連施策の活用等

を実施する優れた能力・経験を有してい

ること。 

⑤ 幅広い分野又は特定の専門分野において

優れた支援ノウハウを有していること。 

⑥ 活動エリアの経済事情を熟知し、当該地

域の中小企業に関する優れた知見を有し

ていること。 

⑦ 中小企業の支援に関して地方自治体や地

域の中小企業の支援機関等と有効なネッ

トワークを有すること。 

⑧ 中小企業の高度・専門的な経営課題等を

解決し得る専門家の情報を十分に提供で

きること。 

 

困難に直面する中小企業を支援する支援機関

の能力向上は、今までにも当然行われておりま

す。その目的とするものは、中小企業の経営課

題の解消にあります。この経営課題の解消が多

数の企業において継続して達成されることが、

わが国経済の活性化に結びつくものと確信しま

す。そのためにも中小企業診断協会滋賀県支部

の中小企業診断士の皆様のご支援を宜しくお願

い致します。 

中小企業支援ネットワーク強化事業の概要 中小企業支援ネットワーク強化事業の概要 中小企業支援ネットワーク強化事業の概要   

支部監事 同事業上級アドバイザー 筒木由美男 
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はじめに 

中小企業診断協会滋賀県支部(以下、滋賀県

支部という)が25周年を迎えるめでたい記念誌

に、財政再建の話は相応しくないテーマかとも

思いますが、何事もおカネが続かなければ事

業が続けられないのも事実です。むしろ私たち

経営のプロの集団が資金繰り破綻すれば、

“落語のオチ”のようなものです。そこで思い

切って筆を取ることにしました。 

 

設立から十数年間は居候生活で収支は徐々に 

改善 

25年前、滋賀県支部が産声をあげたとき、

最初は収支基盤が脆弱でしたので初代支部長

の夏原達雄先生の事務所(大津市)に居候して、

事務は夏原先生の事務所の中で奥様にもお世

話になりながらやってきました。その後、支部

長が山本善通先生に代わると今度は支部長が

経営されている山本税理士事務所(甲西町)に支

部を移転しました。会員も徐々に増え収入も増

えてきましたが、事務所経費は山本税理士事

務所の支援を受けながらやってきたと思いま

す。事務所経費という固定費は、会員による支

部会費収入、本部からの支部還元収入、およ

び支部受託業務についての10％寄付金収入を

もって、賄っていました。その頃には黒字体質

に改善できていたと思います。 

 

平成１６年に「コラボしが２１」へ移転し利便性向

上するも赤字に 

滋賀県における産業支援の拠点となる「コ

ラボしが２１」が建設されることになり、滋賀県

支部にも入居の案内がありました。理事会を

何回も開いて検討した結果、「諸費用は増え

るデメリットはあるが、滋賀県支部の知名度向

上による事業機会の拡大と会員の利便性向上

というメリットを考慮して入居する」ことを決定

しました。その結果、家賃負担が増え、事務

員の雇用が発生し、収支は赤字に転落しまし

た。一方で、知名度向上による事業機会が予

想以上に増加し、収益も拡大したことから、赤

字幅は少額で推移してきました。しかし、近

年は、行政や関係支援機関等の予算の緊縮

化等の影響から、事業機会が徐々に細り、平

成22年度は大幅赤字になってしまいました。 

 

支部財政再建のために(論点整理) 

本実情を踏まえ、平成23年度は、常任理事

会を中心に財政再建について本格的に対策に

取り組みます。その時の論点を私なりに整理し

てみますと、以下のとおりです。 

滋賀県支部の存立の目的 

滋賀県支部をコラボに移転することを決断し

たのは、「コスト」よりも「事業機会と利便

性」を重視したものです。現状の機会と利

便性等を考えた場合、これを逆戻りさせるこ

とは滋賀県支部の存立の目的に合致するか

を再検討する必要があるでしょう。 

コスト引き下げは限界 

家賃は引下げ困難で、事務員さんは能率

を上げて事務を要領よくやってもらっていま

す。理事は全員無報酬で奉仕の精神で運

営しており、コスト引下げは限界です。 

中小企業診断協会滋賀県支部の財務基盤の充実について 中小企業診断協会滋賀県支部の財務基盤の充実について 中小企業診断協会滋賀県支部の財務基盤の充実について    

財務担当理事 田中清行  
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会員からみたコストパフォーマンスを引き上げる

には 

このように考えると、対策の骨子のひとつは

「会費の引上げ」になってきますが、それ

は会員の納得が必要条件です。会員の納得

を得るためには、「滋賀県支部の存立の目

的」とともに「会員からみたコストパフォーマ

ンスの引上げ」を検討していかなければな

りません。この場合、「仲間とともに切磋琢

磨し実務能力、専門能力を高めて成長する

場」、「会員相互交流と研鑽でチーム力が

発揮できる場」がテーマになると思っていま

す。 

 もうひとつの骨子は、滋賀県支部の独自

事業の推進です。これまでは、国や県等の

中小企業施策の協力者として、公的な受託

業務を中心に事業機会を得てきましたが、今

後は、会員個々の専門性やグループを活か

した、より高度な支援や企画の提案を行った

り、企業内研修、民間等からの調査事業等

も拡大していく必要があると思っています。 

一般社団法人化に向けて財務基盤強化の必要性 

現在、一般社団法人化に向けて準備が進め

られていますが、滋賀県支部が、平成２４年

４月に独立法人の県協会になった場合には組

織の維持発展が大命題となります。そのため

には会員の増強、事業機会の拡大並びに財

務基盤の強化が求められるところです。 

 

 以上より、中小企業診断士が今以上に存在価

値を高め、滋賀県支部が発展していくためには、

会員の皆さまの一層のご協力とご支援が必要に

なるものと思います。 

中小企業診断協会滋賀県支部の財務基盤の充実について  
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司会 

本日は、滋賀県支部創立25周年記念の企画とし

て、支部会員による座談会を企画させていただき

ました。参加者は、支部長の大谷武重さん、彦

根市内で開業診断士として活躍しておられる田村

正さん、彦根市で自ら橋詰商店を経営されている

橋詰雅人さん、大津商工会議所経営支援セン

ターで専門家として、また当支部の副支部長兼

研修委員長である広田光政さんに、ご出席いた

だきました。司会は、常任理事・広報委員長を

務めさせていただいております大石孝太郎がさせ

ていただきます。すこし議論にも参加させていた

だきます。よろしくお願いします。 

まず、会員の背景が多様ななかで、「会員に

とって魅力のある支部活動とは」というテーマか

ら、ディスカッションをお願いしたいと思います。 

大谷 

開業診断士は、中小企業支援実務に関わる機会

がありますが、企業内診断士は、資格更新要件

でもある実務に関わる機会が限られているのでは

ないかと思います。また、同じ会費を払っている

わけですが、費用とベネフィットに対する思いに

も違いがあるのかなと想像しています。 

 

司会 

当滋賀県支部に在籍している会員は、他支部と

の重複会員も含め64人おられます。そのうち、

主として中小企業支援を業務として実施されて

いる会員は20人程で、40人程は企業内診断士

と思われます。 

広田 

開業診断士とされていても、税理士などの本業

がある人を除いていけば、実際に中小企業診断

士を主業務として仕事をされている方は10人い

ないのではないかと思います。しかし、滋賀県

産業支援プラザ等の支援機関に登録されて、公

的支援の専門家として、その業務経験や専門知

識・技能を活かされている方は3割くらいおられ

ると思います。 

大谷 

中小企業診断士には、国や県の中小企業施策

や再生支援協議会などの機関と協力して有効に

現場に適応させていくという役割がありますの

で、主たる業務でなくても、開業診断士のあり

方と思います。 

田村 

中小企業診断士という資格制度的な位置づけ

は、中小企業施策の実施であるとは思います

が、この資格を取得して独立した方には、中小

企業支援施策を実施することよりも、むしろそう

「魅力のある支部活動と求められる中小企業診断士の活動について」「魅力のある支部活動と求められる中小企業診断士の活動について」「魅力のある支部活動と求められる中小企業診断士の活動について」   

„座談会‟ „座談会‟ „座談会‟    

開催日時：平成23年4月9日 

     午後1時30分～3時 

開催場所：中小企業診断協会滋賀県支部事務所 

出席者 大谷武重、橋詰雅人、田村 正 

    広田光政 

司会  大石孝太郎 
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いうことに縛られずに、企業を良くしたいと思って

いる人が多いのではないでしょうか。 

大谷 

社会には、経営コンサルタントと称する人はたくさ

んいますし、経営に関する資格もたくさんありま

す。そのなかで、中小企業診断士が国家資格で

ある意味は、中小企業施策を推進し協力していく

というところにあることは自覚していかなければな

らないと思います。その上で、民間でも活動でき

る相談能力や経営支援能力を身につけていく必要

があります。 

橋詰 

私は、3年前に中小企業診断士試験に合格しまし

た。中小企業診断士は、中小企業の様々な課題

に対する処理能力が求められていると思います。

私は、これまでにバランススコアカード研究会へ

の参加や、日経テストの受験など、自分の処理

能力を高めたり、自分の能力評価を受けたりして

きました。しかし、個人で商売はしているもの

の、中小企業支援の現場を知っているかといえ

ば、そうではありません。支部活動では、そうし

た支援実務の機会を提供していただき、経験や

実績を積んでいきたいと思っています。 

 

司会 

これまでのディスカッションでは、会員のなかに

は、開業診断士と企業内診断士という業務を行

う上で、背景が異なる会員がおられる。また、

実際に経営支援を行うというなかにも、中小企

業診断士としての役割や位置づけをどう考える

か、という課題があることがわかってきました。

このほかの視点で、会員の満足度を高めるため

の課題はあるでしょうか。 

 

田村 

いま支部には、湖北地域で11人の会員がおら

れます。また湖西では3人の会員がおられま

す。滋賀県は真ん中に琵琶湖があり、北部から

大津市内の事務所に来るのにはたいへんな時間

がかかります。イベントや支部活動を一部、北

部でやっていただくと随分と参加しやすくなると

思います。余呉の方からだと実質3時間くらいか

かってしまいます。土日は、空いている時間も

あるのですが、毎回というと続かない。私も、

支部無料経営相談や委員会活動に参加させてい

ただいていましたが、続けるのが大変です。 

司会 

具体的には、無料相談が、随時に湖北でも受

「中小企業診断協会の未来に向けて」„座談会‟ 

橋詰雅人氏；平成２１年登録 

橋詰醤油店経営 

事業経営者の視点からの経営革新等に取り組む 

田村 正氏；昭和６０年登録、 

彦根マネジメント研究所代表 

主に小売・サービス業の創業、経営革新等に取り組む 
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けられることを告知して、相談の受付や調整は支

部が行い、実際の相談対応は、現地に近いとこ

ろでやるということはできそうですね。 

田村 

実際に、無料相談を受けたくても大津まで行かな

いといけないとなると、あきらめてしまう企業さん

もありましたので、エリア的な対応を考えること

は、企業さんも求めておられることと思います。 

広田 

滋賀県支部も、県域全体の経済振興を考えてい

く必要があります。そこで、各地域での支援実績

を作っていくことが重要で、地元の行政とも連携

する必要があります。 

橋詰 

各団体との連携をもっと図る必要があります。平

成22年度調査研究事業では、外国人観光客の誘

致に関する調査研究を行い、そのなかで、外国

人の視点で考える必要性を提言しましたが、その

後のフォローをしていく必要があるのではないか

と思いました。広告や案内表示にしても、広告業

界やホテル観光業界と連携していくことができま

す。 

広田 

橋詰さんに同感です。実際、平成22年度調査研

究事業の発表会を開催したときに、出席されたあ

る観光ホテルの社長様からは、このような調査研

究を研究報告だけに止めず、報告提案内容の実

現に向けて来年も続けてほしいという要望を受け

ました。地域振興に関わることですので、行政に

も働きかけ連携して成果実現を図ることが重要で

す。 

司会 

観光についての調査研究は、滋賀県支部では、

平成18年「滋賀県観光産業の課題と成長への提

言」、平成19年度「地域資源としての「湖南三

山」による経済活性化」、と今年度と合わせて3

回行っています。いずれも特徴のある調査報告

ですので、観光振興のプロジェクトを作っていく

ことも可能と思います。 

大谷 

調査研究や商店街診断などの広がりのある活動

は、企業内診断士も参加しやすい活動だと思い

ます。土日に集中して実施するといった配慮をし

ていけば、企業内診断士や遠距離の会員が、

参加していただきやすくなると思います。もう一

つの観点として、若手診断士の活躍の場を広げ

ていくよう、支部の委員会や理事会にも参加して

いただきたいと思います。 

司会 

ありがとうございます。会員それぞれの属性や

地域差を考慮し、より多くの参加が得られる支

部活動を行うことが求められているということで

すね。 

では、次のテーマとして、支部会員の支援力の

強化という点について、ディスカッションをいた

だけますか。 

広田 

平成22年度は専門分野研究部会という新しいや

り方で研修を始めました。研修委員会として

は、専門分野研究部会を診断士の仲間だけで

「中小企業診断協会の未来に向けて」„座談会‟ 

大谷武重氏；昭和５４年登録、滋賀県支部長 

大谷マネジメント・オフイス代表 

飲食店経営や金融、財務、企業再生などを専門とする 
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やるのではなく、経営者も入っていただいて、経

営者の視点でレベルアップを図り、実務能力の向

上を図れるようにしたいと考えていました。しか

し、まだ十分な成果が上がっているとは考えてい

ません。これからさらに工夫をしていかなければ

なりません。 

橋詰 

講師の成功したプロセスを一方的に聞いているだ

けでなく、その途中で、いろんな仮説があったと

思うのですが、例えば、この時点では、Ａという

仮説とＢという仮説があったけれども、Ａを選択し

た。なぜ、Ａだったのか、Ｂという選択をした場

合に考えられることは何か、などを聞きたいと思

います。また、うまく進まないこともあったと思い

ますが、どのようなことが発生し、どう対応したの

か、もっと深く知りたいと思います。 

我々、それほど実務経験の少ない診断士でも、

経営のマクロのことはわかります。少なくても、

経営者よりも勉強しているわけですから。しか

し、現実には、勉強したようには、進まないこと

も多々あると思うのです。そういった場面を経験

し、解決や改善していく能力を身につけたいと思

うので、そんな場を提供していただければありが

たいです。 

大石 

それは、研修や研究という話ではないように思い

ますね。現実の場面でいえば、事業承継となる

と、相続の問題、兄弟親類間の人間関係、感情

の問題など、きわめて複雑で深刻な問題に直面

します。そこに、勉強目的で入るというのは無理

なように思うのです。 

責任も当然、発生してきます。私にしても田村会

員にしても、独立するまでに、そうした勉強や研

修をさせてもらってきたか、というとそうではない

と思います。経営者に、本当に信頼してもらっ

て、初めての仕事でも任せてもらい、やり遂げて

きたわけです。その結果が、経営者に満足して

もらえなければ次の仕事はなくなるのです。 

広田 

しかし、そうした真剣勝負の現場に対応できる

人材を育てるのが、支部のひとつの役割と考え

たいのです。 

大谷 

支援力のある人材を育てる方法として、優れた

支援ツールを開発することが必要と思います。

企業再生支援や事業承継など、支部の会員の

経験、知識、ノウハウをテキストなりにして、会

員が共有できるようにしていくと良いと思いま

す。 

田村 

実際に、企業を支援するには、社長と私が戦略

や計画を作るだけでは会社は動かないわけで

す。ある企業では、私が従業員ひとり一人と話

し合って、理解してもらって、初めて動き始める

わけです。それも、2年間くらいずっとやり続け

ないと成果は出てきません。さらに一つの会社

を良くしていこうと思うと、いろんな問題を解決

していかなければなりませんので、自分で解決

できないことも出てきます。そうしたときには、

他の専門家の力を借りる場合もあります。そのく

らいやらないと、企業を本当に良くするというの

は難しいのです。そんな仕組みを作ると、企業

からの信頼は絶大になります。 

「中小企業診断協会の未来に向けて」„座談会‟ 

広田光政氏；昭和６２年登録、滋賀県支部副支部長 

中小企業支援ネットワーク事業上級アドバイザー等 

豊富なネットワークを生かした実践的販路開拓が得意 
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診断士のみる経営の範囲は、非常に幅広いの

で、全部を専門的に支援できる診断士はいませ

ん。ですから、専門外の部分は他の診断士ととも

にサポートする必要がありますが、うまく連携しな

いと、経営者の信頼を失う危険もあるので、注意

が必要ですね。 

橋詰 

他の診断士の専門性を知るということでは、研究

部会や調査研究で一緒に活動をさせていただく

と、その診断士の深い専門性がわかって良いと

思います。私は、平成22年度の調査研究事業

で、生産管理やＩＳＯなど、その分野でのプロの

方と知り合いになることができて、良い機会にな

りました。 

大石 

専門分野研究部会の良いところは、お互いに厳し

く指摘する場になれるということがあります。会員

は、それぞれの深い専門性を持ち、中小企業診

断士としての知識、能力を持っている方たちなの

で、普段は相手を批判したり意見することはほと

んどありません。私も独立してしまうと、会社時

代のように上司や先輩から注意や指導、評価を受

けることはなくなってしまいました。しかし、その

ままでは向上の機会を失っていると思います。専

門分野研究部会では、意見の違いをどんどん出

して、相互に向上していく場にしたいと思っていま

す。 

田村 

そうありたいと思うのですが、診断士は、一匹狼

的な人も多いのです。指摘すると、反論や反発さ

れることもあります。 

大谷 

個性を活かすことも大切なことですので、大いに

個性を出していただければよいと思います。しか

し、顧客に受け容れられてこそ成果が生まれるの

で、自分本位で終わらないようにしなくてはいけ

ませんね。 

滋賀県支部は、大きすぎず小さすぎない丁度よ

い規模の支部です。お互いによくわかる関係が

築きやすい、風通しのよい組織風土を作りたい

と思います。課題も明らかになりましたが、こう

して本音が語れオープンな組織であることが、

会員診断士の能力向上に繋がると感じました。

会員診断士の支援力の向上は、会員満足にも

なりますし会員活動を通じた滋賀県の中小企業

の活性化にも寄与していくものと確信していま

す。 

司会 

本日は、ご多忙の中、熱心に討論をいただきあ

りがとうございました。議論のなかには、今後

の活動の示唆をいただいたことも多くありました

ので、理事会、委員会等でさらに、詳細を検討

し実現を図りたいとおもいます。本日は、ほんと

うにありがとうございました。 

 

「中小企業診断協会の未来に向けて」„座談会‟ 

大石孝太郎氏；平成１２年登録、支部常任理事 

株式会社ＴＡＳＫ経営代表取締役 

医療・介護業界の経営支援の実績が豊富 
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 当支部会員は、経営革新セミナー、創業塾な

どのセミナー、講演会、研究調査等の企画、実

施まで責任を持って実行します。また、商店街

などの中小企業の集積から個別企業まで、多く

の業種の経営計画の支援や実務支援等を現場で

行っています。 

 企業内研修、団体研修、専門家の派遣等で

も、多くの実績があります。 

 当支部会員には、中小企業診断士だけでな

く、税理士、司法書士、行政書士、社会保険労

務士、ISO9000,14000等審査員、情報システ

ム、不動産鑑定士、など他の資格者も擁する人

材の宝庫でもあります。 

 専門家とのマッチング、費用のご相談など、

無料窓口相談で行っていますので、経営に関す

ることなら、お気軽にご相談ください。 

滋賀県支部の調査研究事業より 

【観光分野における最近の調査研究】 

①滋賀県における外国人観光客誘致に関する 

 調査報告書（平成22年度)  

②地域資源としての「湖南三山」による経済 

 活性化(平成19年度) 

③滋賀県観光産業の課題と成長への提言 

 (平成18年度） 

【事業承継に関する調査研究】 

①滋賀県における事業承継についての調査 

 研究報告書(平成20年度） 

【リサイクルビジネスに関する調査研究】 

①リサイクルビジネスの現状と課題に関する 

 報告書(平成21年度 

上記の調査報告書は、当支部ホームページか

らダウンロードできます。 

【中小企業支援機関、各種団体、企業、行政の皆様へ】【中小企業支援機関、各種団体、企業、行政の皆様へ】【中小企業支援機関、各種団体、企業、行政の皆様へ】   

■発行者：中小企業診断協会滋賀県支部 

■住所：〒５２０－０８０６ 

 滋賀県大津市打出浜２－１ 

    コラボしが２１ ４階 

 TEL ０７７－５１１－１３７０ 

 FAX ０７７－５１０－８５７７ 

 E-MAIL  ：jsmeca25@jade.dtine.jp 

 URL   ：http://www.shiga-smeca.net/ 

■交通：○京阪電車・石場駅より徒歩３分 
  ○大津駅からバス「びわ湖ホール」 
 又は「商工会議所前」下車徒歩２分 

平成２３年度中小企業診断士理論研修のご案内平成２３年度中小企業診断士理論研修のご案内平成２３年度中小企業診断士理論研修のご案内   

開催日  平成23年7月23日 土曜日 13：00～17：00 

  

会 場  会場：コラボしが２１ ３階大会議室 

  滋賀県大津市打出浜２－１ 

 

詳細は、決定次第、当支部ホームページ等でご案内

申し上げますｌ。 

内 容  

  「新しい中小企業政策について」 

  「これからの品質管理」 

  「＜事例研究＞品質管理の実際」 

 

募集人数 120人 

編集人：中小企業診断協会滋賀県支部 大石孝太郎 

発行日：平成23年4月25日 

mailto:jsmeca25@jade.dtine.jp
http://www.shiga-smeca.net/


滋賀県支部が入居するコラボしが２１ビルから、２０１１年早春の琵

琶湖、比良山を望む。 

今年は、３月後半まで雪が降るなど、春が来るのがすこし遅れ

た。しかし、どんなに厳しい冬も必ず春となる。(撮影：編集人) 

（社）中小企業診断協会滋賀県支部   

〒520-0806 滋賀県大津市打出浜２－１コラボしが２１ ４階 

TEL077-511-1370  FAX077-510-8577 

http://www.shiga-smeca.net/  

Email:jsmeca25@jade.dtine.jp 

滋賀県支部創立２５周年記念誌 


